
国際機関 大洋州 中南米等 その他

7月4日 ～7月16日 ＷＨＯ・FAO等 米国 カナダ EU、EFSA 各国 FSANZ等 中国 各国 各国 報道、論文等も含む

（前回6月20日 ～7月3日 ) (6/6件) (4/8件) (1/2件) (24/35件) (8/13件) (4/9件) (7/2件) (4/3件) (0/0件) (18/20件)
化学物質・汚染物質 (6件) 0 0 0 3 0 0 0 0 0 3

食品添加物 (3) 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0

農薬 (6) 0 2 0 2 1 0 1 0 0 0

動物用医薬品 (2) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

器具・容器包装 (1) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

(21/34件) その他 (3) 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1

計 (21件) 1 2 0 8 2 1 1 0 0 6

細菌 (5件) 0 1 1 0 2 0 1 0 0 0

ウイルス (6) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 4

原虫・寄生虫 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

プリオン (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

植物性自然毒 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
カビ毒（マイコトキシン) (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

動物性自然毒 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(14/27件) その他 (3) 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0

計 (14件) 4 1 1 0 3 0 1 0 0 4

新食品 (0件) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

GMO (5) 0 0 0 2 1 0 0 0 0 2

健康食品 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

アレルギー (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

クローン (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

放射線照射 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ナノテクノロジー (1) 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

(6/11件) その他 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 (6件) 0 0 0 2 1 1 0 0 0 2

肥料 (0件) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

飼料 (10) 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0

(10/0件) その他 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 (10件) 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0

表示 (5件) 0 0 0 1 0 1 0 3 0 0

放射性物質 (1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

栄養 (3) 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0

(25/26件) その他 (11) 1 1 0 1 1 1 5 1 0 0

論文情報 (5) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

計 (25件) 1 1 0 4 2 2 5 4 0 6

細菌 (0件) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ウイルス (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(0/0件) その他 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

食品安全関係情報（ 7月4日 ～7月16日 収集分※）について

「食品安全関係情報」として食品安全委員会が収集したハザード毎の地域別情報件数の概要     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(集計数は、今回/前回）

(合計76/98件)

北米 欧州 アジア

※収集期間については、主たる期間をいう。

化学物質

微生物・プリオン・自然毒

新食品等

肥料・飼料等

その他

海外の食中毒

資料5－１



食品安全関係情報（7 月 4 日～7 月 16 日収集分 76 件）のうち、主なものの紹介 

(詳細及び他の情報については、食品安全総合情報システム（http://www.fsc.go.jp/fsciis/）をご覧下さい) 

 

【化学物質】 

・欧州連合(EU)、かつお節等に対する多環芳香族炭化水素類の基準値を引き下げ 

・ドイツ連邦リスク評価研究所(BfR)、母乳からグリホサートが検出されたとの報告を受け、

見解を公表 

・Environmental Health Perspectives：「難分解性有機汚染物質類(POPs)は、芳香族炭化

水素受容体の活性化により、マウスにおいて腸内細菌叢及び宿主の代謝恒常性を変える」 

 

【微生物・プリオン・自然毒】 

・米国疾病管理予防センター(CDC)、詰め物の入った生の冷凍鶏肉製品が原因とみられる

Salmonella Enteritidis による集団感染情報を発表 

・英国食品基準庁(FSA)、FSA 理事会において、生乳(未処理乳)に関する規制の継続に合意 

・Eurosurveillance： 

・「2014年オランダにおける高病原性鳥インフルエンザ A(H5N8)ウイルス集団感染

株の系統発生分析から提示された 4件の別々の侵入及び 1件の養鶏場間の伝播の

証拠」 

・「新たなノロウイルス GII.17の出現、GII.4時代の終焉？」 

【新食品等】 

・オーストラリア農薬・動物用医薬品局(APVMA)、ナノテクノロジーの規制の検討に関する

最終報告書を公表 

 

【その他】 

・欧州食品安全機関(EFSA)、様々な研究デザイン、系統的レビュー及び文献検索を批判的

に吟味するツールについて技術的報告書を公表 

・香港食物環境衛生署食物安全センター、野菜の品質保持について情報提供 

・台湾衛生福利部食品薬物管理署「真菌類食品表示管理原則」が 7 月 1日から施行される

旨公表 

 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/
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